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ごあいさつ
雲南市長  速 水  雄 一

　雲南市は、誕生以来、市民の皆様の市政への積極的なご参加を
いただき、財政基盤の確立や一体的なまちづくりを推進してまいりま
した。こうした経緯を踏まえ、雲南市が今後、大いなる飛躍を遂げる
ため、第2次総合計画では人口の社会増を目標としています。
　平成29年度は地方創生を一層すすめるため、3つの課題として掲げる「安全・安心なま
ちづくり」「活力と賑わいのあるまちづくり」「健康長寿・生涯現役を全うできるまちづくり」
の実現に向け、子育て環境の整備、雇用や住宅施策など「定住基盤の整備」と、地域の
課題解決に取り組む「人材の育成・確保」に、これまでにも増して強力に取り組み、プラ
チナ自治体として更なる「課題解決先進地」をめざします。
　また、市立病院改築や中心市街地活性化事業など、「安全・安心で快適なまち」に関わる
大型事業も着実にすすめています。
　昨年４月に日本遺産に認定された「出雲國たたら風土記～鉄づくり千年が生んだ物語～」
をはじめ、私たちが受け継いできた「人と自然と歴史と食の幸」を活かし、これまでの歩みと
成果を大切にしながら、市民の皆様とともに一歩一歩力強くまちづくりをすすめてまいります。

プロフィール

U N

N A N

雲
南
市

農林業▶
　木次町・吉田町を中心に有機農業への先駆的な取り組みが行われ、安全・安心
な農産物の生産地として評価を得ており、米や畜産、野菜、花き栽培など良質な農
畜産物が生産され、乳製品やワイン、味噌などの多彩な加工品も作られています。
　零細な経営基盤が多く、農家の高齢化はすすんでいますが、産直市や関西
方面への販売など独自の販路も確保され、また集落営農組織や農業法人、ＵＩ
ターン等の新規就農者による営農も取り組まれています。
　一方、野生鳥獣による農作物等への被害が深刻化しているため、猟友会に
よる捕獲や防護柵の設置など様々な獣被害防止対策を実施しています。
　林業では、国内の木材価格は低迷していますが森林組合等による素材生産
は伸びており、豊富な森林資源の新たな活用策として、木質チップボイラー等
の整備を中核として市民参加による林地残材の収集運搬や地域通貨も活用し
た森林バイオマスエネルギー事業の取り組みをすすめています。

工　業 ▶
　加茂町・木次町等に工業団地が整備されており、誘致企業をはじめとする
事業所が立地しています。特に木次町に一般機械製造業、電気機械製造業等
の集積がすすんでおり、平成25年工業統計調査の製造品出荷額が県内第４位
となっています。産業分類別でみると、食料品、衣料、木材、一般機械などの
事業所が立地しています。

商　業▶
　市内では消費の多くが市外に流出し、小売業の販売額が低下することに
よる地域商業の低迷が顕著になってきています。市の中心市街地においては、
新たな商業集積施設の整備や既存商業施設のリニューアルなどによる中心市
街地活性化事業に取り組み、小売販売額の増加と消費の流出に歯止めをかけ
るために、地域商業の新たな活気づくりとまちのにぎわいづくりをすすめます。

観　光 ▶
　豊かな自然・歴史資源に恵まれており、観光資源が豊富にあります。温泉・
道の駅・公園・ゴルフ場・博物館等の観光・レクリエーション施設も多数整備
されており、雲南市には年間153万人が訪れています。

Profile
産 業

　島根県の東部に位置し、面積は553.18㎢です。北部は出雲平野や宍道
湖が広がる松江市、出雲市と接し、南部に中国山地が連なり、広島県に接
しています。
　市内には、一級河川の斐伊川と支流の赤川・三刀屋川・久野川などのほ
か、神戸川に注ぐ稗原川、波多川が流れています。このため、加茂町から
大東町、木次町、三刀屋町にかけ、斐伊川と赤川、三刀屋川の合流地点
を中心に平坦部が広がっていますが、南部は中国山地に至る広範な山間部
となっています。

地 勢

　市内各地に神話や伝説が残り、多くの遺跡や古墳が発掘されています。
こうした遺跡や神社、地名の由来は「出雲国風土記」にたどることもできま
す。また、平成8年10月には一カ所の出土としては全国最多となる39個の銅
鐸が加茂岩倉遺跡から出土しています。
　市の中央を縦断する斐伊川は、ヤマタノオロチ伝説でも知られ、古くから
支流周辺の低地では農耕が営まれ、また、山間部ではたたら製鉄や炭焼
きが盛んに行われてきました。
　雲南市は、山陰と山陽を結ぶルート上に位置するため、古くから交通の
要衝として栄えてきました。明治5年の廃藩置県や明治22年の町村制施行、
昭和27～33年の町村合併などを経て、平成16年11月1日、大東町・加茂町・
木次町・三刀屋町・吉田村・掛合町の6町村が合併し、雲南市としてスター
トしました。

歴 史

　雲南市の人口は、平成27年国勢調査によると39,032人で、平成22年国
勢調査と比較すると2,885人（6.9%）減少し、うち65歳以上の老齢人口が
占める割合は36.5%と、年 高々齢化がすすんでいます。年齢別人口構成は、
少子高齢化がすすみ、平成2年には高齢化率が年少人口割合を上回り、平
成27年には年少人口割合は11.8%となっています。

人 口
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　これからの10年。私たちは、力を合わせて課題を乗り越えるという合併時の決意を忘れず、
さらに歩みをすすめます。 
　グローバル経済が進展する社会において、経済の好循環と地域の自立に向けた挑戦。平和
や地球環境、食料、エネルギーなど地球規模の課題に対しての雲南市の責務の遂行。格差や
差別のない、安全・安心な暮らしづくり。そして、何よりも持続可能な地域に向け、人口の急激
な減少を食い止める挑戦。
　私たちは、雲南市が継承してきた恵みを活かし、助け合い、情報を共有し、互いに学び合い、
そして、外へ伝え、外とつながっていくことで、これらの課題に立ち向かいます。
　我が国の人口減少、少子高齢化社会における課題は、今後、世界が抱える課題でもあり
ます。「課題先進地」から「課題解決先進地」へ、雲南市がすすめる取り組みは、世界に提案
する私たちのまちづくりです。

　私たちの挑戦
　私たちは、前期基本計画（H27-H31）期間中の
早い段階で、社会動態による人口減少を食い止め、
後期基本計画（H32-H36）期間中に増加となるま
ちに向け、挑戦をはじめます。

　人口増に向けた取り組み
　私たちは、20歳代・30歳代を中心とした子育て
世代の市外流出の抑制、移住・交流人口の確保
に取り組みます。行政は、子育て環境の整備、質
の高い教育の提供、雇用や住宅施策など魅力あ
るまちづくりに対し大胆な施策を展開し、若者の流
出を防ぎ、転入人口の増加を誘導することにより、
長期的な出生数の向上につなげます。さらに、「人
づくり」や「若者誘致」をすすめ、雲南市の若者と
全国から集まった若者がいきいきと課題解決に
チャレンジをするまちをめざします。

「生命と神話が息づく
　　　　　新しい日本のふるさとづくり」
「課題先進地」から「課題解決先進地」へ
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前期期間中に
社会増減をプラス化！

　基本理念に掲げた挑戦により、「安全・安
心」「活力と賑わい」「健康長寿・生涯現役」
の実現をめざします。
　多彩な地域づくり組織や市民と行政の協働
により、「課題先進地」から「課題解決先進
地」へと失敗を恐れない挑戦を続けます。

▶みんなで築くまち(協働・行政経営)
　交流人口を拡大し、訪れる人が住みたくなる魅力あふれるまちに向け、地域づ
くり活動や若者のチャレンジを支援するほか、中間支援組織の育成など、時代を
先取りする行政経営に挑戦します。

▶安全・安心で快適なまち（定住環境）
　安全･安心な生活を営むための生活基盤の計画的な整備や維持のほか、自然
災害や原発事故などに備える体制の整備をすすめるほか、地域自主組織の自主
防災・防犯の活動を支援します。また、都市機能の充実や定住のための住宅施
策を一層すすめます。

▶支えあい健やかに暮らせるまち（保健・医療・福祉）
　子どもたちが健やかに育つよう、子育てしやすい環境を一層充実します。また、
医療体制の充実とともに、介護・障がい者福祉サービス基盤の充実を図り、事業
者とともにサービス提供に努め、自立に向けた支援をします。

▶ふるさとを学び育つまち（教育･文化）
　確かな学力、豊かな心、健やかな体を育む教育環境の充実を図るとともに、学
校・家庭・地域（企業・NPOを含む）との協働により、子どもから大人まで多様な
学びの環境と機会の充実を図ります。

▶挑戦し活力を産みだすまち（産業）
　農林業や観光、中小企業の振興に加え、企業立地のための環境整備を図るとと
もに、創業者や経営者の活力ある産業振興に向けた挑戦を支援します。

私たちは、「人と自然と歴史と食の幸」を
                          受け継いできたことに感謝し、大切にしていきます。

私たちは、その幸を活かし、市民力を結集し、課題に立ち向います。
私たちは、挑戦を通し交流を生み出し、世界につながります。

雲
南
市
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雲 南 市 の 挑 戦
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みんなで築くまち
　住民主体の地域づくり組織による小規模多機能自治
に挑戦する全国の自治体等と構築したネットワーク(代
表：雲南市)を通じて、相互の情報交換・学び合いによ
り、小規模多機能自治を推進しています。
　また、社会起業や地域課題の解決をめざす若者チャ
レンジでは、起業や事業継続などに必要な専門スキル
や技術を持つ人材の誘致や専門ノウハウを移転するとと
もに、大学生の人材育成・確保を図るなどチャレンジの
推進に取り組んでいます。
　さらに、定住支援スタッフによる移住相談や空き家バ
ンクの活用、地域との協働による定住促進を行うほか、
結婚支援や都市圏等との交流促進に取り組んでいます。

ふるさとを学び育つまち
　教育の魅力化をより
一層すすめるため、新
たに専門人材を配置し
て、幼児期から高校ま
での一貫したキャリア
教育や学校外での土曜
学習の充実に取り組む
ほか、小中高一貫教育
や放課後学習、コミュ
ニティ・スクールなどによる学力の向上を図っています。
　さらに、新たにLD（学習障がい）教室を開設し、読み書きに困難さ
を持つ児童生徒を対象に個別学習などを行い、学習や生活上の困難を
克服するための支援に積極的に取り組んでいます。
　このほか、子ども家庭支援センターを通じて子どもの発達、学校に
行きにくい子どもたちへの支援や就労などの相談・支援も積極的に行っ
ています。
　また、新たな統合学校給食センターを平成31年4月の供用開始を
めざし整備をすすめています。このほか、永井隆記念館や大東図書館
の整備、健康づくり拠点や大東ふれあい運動場陸上競技場の整備を
すすめています。

挑戦し活力を産みだすまち
　雲南市産業振興センターに、専門スタッフ等を配置して、企業誘致、
事業継承や起業支援、地場産業の振興と販路開拓支援の充実に取り
組んでいます。さらに、「神原企業団地」の整備を平成31年度中の分譲
をめざしすすめています。
　また、雲南のほんものを活かした地域が潤う観光まちづくりをめざ
し、映画「たたら侍」の全国公開、「トワイライトエクスプレス瑞風」の
立ち寄り、日本遺産の魅力発信への取り組みなど、「たたら」を活かし
た観光振興をすすめるほか、国民宿舎
「清嵐荘」の整備をすすめています。
　さらに、雲南市ブランド米「プレミア
ムつや姫たたら焔米」の品質向上や栽
培拡大によるブランド力の向上を図っ
ています。また、雲南市の「食の幸」
の魅力を発信する施設整備について
検討をすすめています。
　このほか、森林バイオマスエネル
ギー事業や市産材の安定供給の強化
に向け、木材流通拠点の活用をすす
めています。

　雲南圏域の中核病院である雲南市立病院の新本館の建設を平成30年3月の開院をめざし
すすめています。
　また、団塊の世代の方が75歳以上となる平成37年に向けて、要介護状態となっても住み
慣れた地域でその人らしく安心して暮らし続けられるよう、医療・介護・予防・住まい・生活
支援の関係機関のネットワークによる地域包括ケアシステムの構築を推進しています。
　一方、子育てに係る経済的負担を軽減するため、義務教育終了までの子ども医療費無料
化や第3子以降の保育所・幼稚園・認定こども園保育料無料化を実施しています。
　さらに、待機児童を解消するため、保育所の新設や「認定こども園」の整備をすすめています。
　このほか、妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援の充実や、障がい福祉サービス
などの日常生活の充実を図っています。
　また、婚姻歴のないひとり親家庭を対象に、保育料の軽減などを行う寡婦（夫）控除のみ
なし適用制度を実施して、生活の安定と向上を図る支援にも取り組んでいます。

　都市計画マスタープランに基づき、都市機能の充実
と暮らしやすさの向上を図るとともに、中心市街地で
の賑わいの創出に取り組んでいます。
　また、「人口の社会増」に向け、アパート等の賃貸
住宅の新築や民間分譲宅地の購入に対する助成、子
育て世帯への市有宅地の長期貸付・譲渡や新築住宅
の固定資産税課税免除期間の延長を行っています。
併せて、住宅リフォーム助成などにより安全で快適な
住まいづくりへの支援も行っています。
　このほか、公共交通対策として、市民バスの増便や
だんだんタクシー（デマンド型乗合タクシー）のエリア
拡大を図るなどきめ細やかな運行に取り組んでいます。

安全・安心で
　　 快適なまち

平
成
29
年
度
の

　 

主
な
取
り
組
み

支えあい健やかに暮せるまち 保健・医療・福祉

教育・文化 産　業

定住環境

協働・行政経営

ほむらまい

みず かぜ
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「
子
ど
も×

若
者×

大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
連
鎖
」

　
　
　
　
　
　
　 

に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

「
人
口
の
社
会
増
」
に
向
け
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▲中学３年生を対象にした「幸雲南塾ｉｎさんべ」
　でのキャリアアップワークショップ。

▲東京大学医学部等と連携した地域フィールドワーク
　で健康課題を分析し、課題解決策のヒントを探る。

　教育魅力化をより一層すすめるための専門人材を新
たに配置して、学校・地域・家庭・ＮＰＯ等との協働により
保幼小中高一貫した多様なキャリア教育の展開と学力向上
を図り、将来のまちづくりの担い手を育成します。

※キャリア教育＝自立した社会性のある大人への成長を
めざす人材育成

質の高い教育の提供による
将来のまちづくりを担う
人材の育成

　本気で学びたい大学生に地域課題解決の現
場を学ぶフィールドワークやインターンシップなど
の学習プログラムを提供する「雲南コミュニティ
キャンパス」を通じて、課題解決スキルをもつ大
学生の育成・確保を図ります。

大学機関や
ＮＰＯと連携した
課題解決人材の育成

　中間支援組織や都市圏の社会起業家等と連携
し、市内外の志ある若者の育ち合いを促進し、課題
解決スキルをもつ若者の育成・確保と課題解決ビジ
ネスの創出を図るほか、都市圏より地方起業に関心
ある人材の誘致をすすめます。

※中間支援組織＝行政と地域、市民等の間に立ち、
様 な々まちづくり活動を支援する組織

※課題解決ビジネス＝社会課題（公共性のある課
題）の解決を目的とした事業

課題解決人材の
育成による
若者チャレンジの創出

◀波多コミュニティ協議会では、地区内唯一の小売店の閉店
　に伴い、地域で運営する「はたマーケット」をオープン。

　地域自主組織の法人化や人材の育成・確保など活動基
盤の充実強化を図り、地域課題の解決に向けた住民主
体の活動を促進します。

地域自主組織の
活動基盤強化による
住民主体の地域づくり

　地域自主組織やＮＰＯ等と連携した取り組みや積
極的な情報発信により、地域課題解決に関心の高
いＵＩターン者や活動実践者を獲得します。

地域やＮＰＯと
連携した課題解決
人材のＵＩターン促進

　専門スキル人材の配置等により、地域産業を支え
る多様な産業人材の育成・確保や市内事業所の販
路開拓支援を通じて新たな産業創出を図ります。

産業振興センターの
機能強化による
新たな産業創出

1
プロジェクト

2
プロジェクト

3
プロジェクト

4
プロジェクト

5
プロジェクト

6
プロジェクト

　日本の25年先の高齢化社会
をいく雲南市。様々な地域課
題に対し、前向きにチャレンジ
する人が生まれ、少しずつ成果
を生み出しています。

　雲南市は、キャリア教育を通
じた「子どもチャレンジ」、若者
による地域課題解決をすすめ
る「若者チャレンジ」、地域自主
組織による住民主体の地域づ
くりを推進する「大人チャレン
ジ」の３つのチャレンジを連鎖
させ、10年先、20年先も市民
みんなで高め合い課題を解決
し、いきいきと暮らせる魅力あ
る持続可能なまちづくりに挑戦
します。

▲若手人材を掘り起こす幸雲南塾（大人版）。地域を元気
　にする事業プランと実践について最終報告会で発表。



木次線トロッコ列車
き   すきせん　　　　　　　れっしゃ

「奥出雲おろち号」
おく  いずも                       ごう

　市内にはヤマタノオロチの伝説で知られる斐伊川が流れ、各地に神
話や伝説が残り、加茂岩倉遺跡などの多くの遺跡や古墳が発掘されて
います。こうした遺跡や神社、地名の由来は、「出雲國風土記」にたどる
こともできます。
　また、古くから斐伊川の支流の周辺の低地では農耕が営まれ、山間
地ではたたら製鉄や炭焼が盛んに行われてきました。

見どころいっぱいの雲南市が一目で分かるマップ
を紹介します。マップを片手に市内各地に広がる
ふるさとの風景をお楽しみください。

　加茂岩倉遺跡は、平成8年10月14日、農道の
工事中に偶然発見されました。出土した銅鐸は、
約45㎝大のものが20個、約30㎝大のものが19
個、合計39個と、1カ所の出土としては全国最多
であり、平成20年7月に国宝に指定されています。
　全国最多の銅剣が出土した出雲市斐川町の荒
神谷（こうじんだに）遺跡と直線距離で約4キロし
か離れていないことから、古代出雲に強大な勢
力が存在していたことをうかがわせます。

加茂岩倉遺跡

　国道54号に沿って流れる三刀屋川の河畔も桜の名
所です。約2㎞にわたり約1,000本の桜が咲き誇ります。
　ソメイヨシノの開花から遅れること2週間、4月中旬か
ら下旬にかけて緑色の桜「御衣黄（ぎょいこう）」が満開
を迎えます。さわやかで気品ある色合いが貴族の衣装
を思わせることからその名がついたとされ、全国でも希
少な桜として有名です。

三刀屋の御衣黄

　自らも長崎で被爆しながら、身を挺し
て原爆傷病者の救護にあたり、病床に
ついてからは「長崎の鐘」、「この子を残
して」など多数の名作を著し、全世界に
「平和を」の願いを訴えつづけた永井隆
博士の遺品を数多く展示しています。

永井隆記念館

　落差40ｍの雄滝と30ｍの雌
滝からなる龍頭が滝は、中国
地方随一の名瀑といわれ、八
重滝とともに「日本の滝百選」
に選定されています。雄滝の裏
側は「裏見の滝」と呼ばれ、百
畳ほどの見事な岩窟があり、滝
観音が祀られています。

龍頭が滝

　スサノオノミコトがヤマタノオロチを退治し、クシイナ
ダヒメを伴なって八雲山（やくもやま）の麓に至ったと
き、「我此地に来て、我が御心すがすがし」といわれた
ことから、この地域を須賀（すが）というようになったと
伝えられます。
　須我神社は、スサノオノミコト、クシイナダヒメが造っ
たとされる「日本初之宮」です。この宮を包むようにして
美しい雲が立ち上がるのを見て、スサノオノミコトが「八
雲立つ　出雲八重垣妻ごみに　八重垣つくる　その八
重垣を」と歌を詠んだことから、須賀の地は和歌発祥
の地ともいわれています。

須我神社

　斐伊川の支流、赤川の谷あいに古くから湧く温泉で、
約1,300年前に編纂された「出雲國風土記」にも記載が
残っているのが海潮温泉です。
　泉質はナトリウム－硫酸塩・塩化物泉、泉温45.9℃で
神経痛、慢性消化器病、慢性皮膚病、慢性婦人病など
に効能があるといわれています。 

海潮温泉

　斐伊川堤防桜並木は、「日本さくら名所100選」に認
定された中国地方随一の桜の名所です。毎年3月下旬
から4月中旬には、約2㎞、800本の桜のトンネルが楽し
めます。斐伊川堤防に桜が本格的に植えられたのは昭
和初期のことで、以来戦争や水害などによる危機を乗り
越え、現在に至っています。雲南市では、桜管理の専
門職「桜守（さくらもり）」を配置し、樹齢80年以上にな
る老木の保護や新たな苗の育成に取り組み、桜のまち
づくりをすすめています。

斐伊川堤防桜並木

　出雲湯村温泉は、斐伊川の中流、奥出雲の山里に湧い
た温泉で、出雲國風土記に「漆仁(しつに)の川辺に薬湯あ
り」と記載されています。さらに、「一たび湯浴みすればす
なわち身体和らぎ、再びすすげばすなわち万病消える」と
も残されており、古くから効能の高い温泉として有名です。
　泉質はアルカリ単純温泉、泉温は約43℃で、切り傷、火
傷、皮膚病、婦人病などに効能があるといわれています。 

出雲湯村温泉

　たたら製鉄を営む集落を総称して「山内（さんない）」と
いいます。菅谷たたら山内の中心にある高殿（たかどの）
は、田部家が経営していた数あるたたらの中で名実とも中
心をなしていたものです。
　1751年から1921年まで170年間にわたって操業が続け
られ、最盛期の文政年間（1818～ 1829年）には年間
200tもの鉄を生産しました。山内が現存するものとしては
全国唯一で、昭和42年に国の重要有形民俗文化財に指
定されています。

　ヤマタノオロチ神話ゆかりの斐伊川
に沿って中国山地に向かうＪＲ木次線。
その沿線の大自然の中を駆け抜ける
トロッコ列車「奥出雲おろち号」は、窓
の部分が大きく取り払われて開放感
がいっぱいです。
　新緑から紅葉の季節まで、中国山
地の雄大な景色を満喫することがで
きます。
●運行区間
　ＪＲ木次線木次駅～備後落合駅　
　（60.8km  所要時間約2時間）
●運行期間
　４～11月の金、土、日及び祝日
　（夏休み期間は毎日）1日1往復

菅谷たたら山内

雲南市
    観光マップ

○

りゅう  ず         たき

なが  い   たかし き    ねん  かん

み    と     や          ぎょ  い    こう

か   も   いわくら   い せき す    が  じん じゃ

う   しお おんせん

ひ    い かわていぼうさくらなみ き

いずも    ゆ  むらおんせん

すが や                      さんない

c DLE

島根県雲南市の観光サイト
『うんなん旅ネット』の
二次元バーコード
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加茂岩倉遺跡

御衣黄

「日本さくら名所100選」
斐伊川堤防桜並木

永
井
隆
記
念
館

龍
頭
が
滝

菅谷たたら

出雲湯村温泉

海
潮
温
泉

須我神社

木次線トロッコ列車
「奥出雲おろち号」
（木次駅～備後落合駅間）



人  口
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男 女（歳）

（人） （人）

324324
669

1,091
1,059
1,072

1,936
1,682

1,332
1,101
988

1,202
1,148

947947
761
783

883883
909909
766
730 

90～　
85～89
80～84
75～79
70～74
65～69
60～64
55～59
50～54
45～49
40～44
35～39
30～34
25～29
20～24
15～19
10～14
5～9
0～4

2,000 2,0001,500 1,5001,000 500 1,0005000 0

1,056
1,3221,322

1,624
1,3481,348

1,2381,238
1,8331,833

1,527
1,2901,290

1,054
1,024
1,144

1,062
925925

702
739

901901
808
763

629

人口ピラミッド（住民基本台帳H28. 4.1現在）

人口 男性 人口 女性 人口の減少数（前年比）人口の推移（住民基本台帳） 

《統計資料》

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

614614614505505505 547547547 598598598 611611611 582582582 657657657 667667667 595595595 628628628536536536
224224224311311311 293293293 318318318 304304304 253253253 304304304 266266266 254254254 267267267328328328

1,0551,0551,0551,3211,3211,321 1,2361,2361,236 1,2281,2281,228 1,1561,1561,156 1,1701,1701,170 1,2011,2011,201 1,0871,0871,087 1,0631,0631,063 1,0521,0521,0521,2551,2551,255

1,2231,2231,223 1,0631,0631,063 947947947 955955955 1,0361,0361,036 951951951 796796796 877877877 911911911 830830830 963963963

0

500

1,000

1,500

2,000
（人）

平成17年

人口動態（島根県人口動態調査） 死亡 転出 出生 転入

（人）

H28.4.1

40,37245,586 45,086 44,560 44,019 43,578 42,957 42,279

H18.4.1 H19.4.1 H20.4.1 H21.4.1 H22.4.1 H23.4.1 H24.4.1

41,898

H25.4.1

41,333

H26.4.1

40,850

H27.4.1
0

100

200

300

400

500

600

700
（人）

19,38319,383

20,98920,98923,57423,574 23,30923,309 23,08223,082 22,61122,611 21,961 21,961 

22,01222,012 21,77721,777 21,47821,478 21,21321,213 20,96720,967 20,68020,680 20,31820,318

22,80622,806 22,27722,277 21,25621,25621,49621,49621,83421,834

20,06420,064 19,59419,59419,83719,837

478478

284284

23,73523,73523,735

22,13522,13522,135

500500
526526 541541

621621

441441

678678

565565

381381

483483

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

H17.4.1

45,870人口
総数
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（人）

労働力人口
非労働力人口

就業者
完全失業者

27,36127,361 27,12627,126 25,41325,413
24,34624,346

22,22422,224

12,99312,993

336336

27,02527,025 26,72026,720
24,92324,923

23,57923,579

21,51121,511

406406 490490 767767 713713

13,33413,334 14,37414,374 14,20914,209 13,97913,979

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

（人） 第１次産業 第２次産業 第３次産業

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

第1次産業
2,337（10.9%）

第3次産業
11,823

（55.0%）
第2次産業
6,279
（29.2%）

産業別従事者の割合

農
業

林
業

漁
業

鉱
業

建
設
業

製
造
業

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業

情
報
通
信
業

運
輸
業

卸
売
・
小
売
業

金
融
・
保
険
業

学
術
研
究
・
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
等

不
動
産
業

飲
食
店
・
宿
泊
業

医
療
・
福
祉

教
育
、学
習
支
援
業

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
娯
楽
業

複
合
サ
ー
ビ
ス
事
業

サ
ー
ビ
ス
業（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）

公
務（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）

分
類
不
能
の
産
業

2,131

204
2 14

2,451

3,814

57 112

728

2,935

328
416

92

724

2,709

777
655

412

1,005
873

1,072

産業別従事者数（平成22年国勢調査）

15歳以上労働力状態（国勢調査） 

20,58620,586

20,12120,121

465465

13,61613,616



農業・工業・商業
《統計資料》
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109109

100100

815億9,375万円815億9,375万円
836億9,727万円836億9,727万円

824億2,960万円824億2,960万円

744億7,293万円744億7,293万円

855億5,712万円855億5,712万円

824億8,870万円824億8,870万円

872億3,226万円872億3,226万円

899億6,978万円899億6,978万円

117117
119119

117117

9999

92929292

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成24年 平成25年 平成26年
680

700

720

740

760

780

800

820

840

860

880

出荷額 事業所

 

●経営耕地の状況（2015年農林業センサス）

●経営耕地面積規模別農家数（2015年農林業センサス）

1,5201,236 1,345 1,540 1,557

2,374
4,666 4,046 3,452 2,988

自給的農家

（単位：戸）

販売農家

500

1,500

2,500

3,500

4,500

5,500

（戸）

6,500

平成27年平成12年 平成17年 平成22年

～0.3規模（ha） 0.3～0.5 0.5～1.0 1.0～1.5 1.5～2.0 2.0～3.0 3.0～5.0 5.0～10.0 10.0～ 経営耕地なし
戸数 16 803 1,142 270 73 24 30 10 3 3

平成7年

（単位：ha）

経営耕地
総面積 全体 稲 未耕作 全体 普通畑 飼料用畑

田 畑
牧草地

樹園地

1,853.8 1,590.2 1,461.9 55.7
稲以外
72.5 227.8 183.5 8.6 7.3

未耕作
28.4 35.9

製造品出荷額等の推移（従業者４人以上の事業所）
（工業統計調査及び平成24年経済センサス－活動調査）

農家数（農林業センサス） 

※平成23年は、工業統計調査（基準日：12月31日）は行われないため、平成24年２月１日基準日で実施した平成24年経済センサス-活動調査の結果を参照。

平成24年（※）

平成2年
1,140

5,075

926億2,415万円926億2,415万円

8585

900

920

（億円） （事業所数）

85

90

80

95

100

105

110

115

120

125

年間商品販売額等の推移（商業統計調査及び平成24年経済センサス－活動調査）

660億2,922万円660億2,922万円 642億1,056万円642億1,056万円
585億3,779万円585億3,779万円

374億3,100万円374億3,100万円 409億8,403万円409億8,403万円

750750
673673

581581

435435 428428
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100

200

300

400

500

600

700

800

販売額 事業所数 （事業所数）（億円）

 

平成14年 平成16年 平成19年 平成26年平成24年（※）
※平成24年は、平成19年以降商業統計調査（基準日：６月１日）は行われていなかったため、
　平成24年２月１日基準日で実施した平成24年経済センサス-活動調査の結果を参照。産業分類別に分類できない不詳事業所を除いて集計しています。
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平成29年度  一般会計当初予算額 

※簡易水道事業については、平成29年度より水道事業会計へ統合します。

●平成29年度  会計別予算額（当初予算）
会　　　　計　　　　別 平成29年度予算額 平成28年度予算額 増　　減　　額
一　　般　　会　　計

合　　　　　　　　　計

 
 
 

 

一般会計歳入内訳（単位：千円） 

一般会計性質別歳出内訳（単位：千円） 

義務的経費
42.4
義務的経費
42.4

投資的経費
14.3

投資的経費
14.3

その他経費
43.3

その他経費
43.3

人件費
4,129,467
（14.7%）

公債費
4,105,317
（14.6%）

扶助費
3,673,141
（13.1%）普通建設事業費等

4,026,050
（14.3%）

物件費
3,661,368
（13.0%）

補助費等
4,449,896
（15.8%）

繰越金
3,619,210
（12.9%）

その他
433,551
（1.6%）

地方税
3,946,042
（14.0%）

その他自主財源
1,815,801
（6.5%）

地方交付税
13,360,000
（47.6%）

国庫支出金
2,232,468
（8.0%）

県支出金
1,865,789
（6.7%）

市債
3,901,900
（13.9%）

その他
976,000
（3.3%） 

280億9,800万円 

280億9,800万円

特
　  

別
　  

会  

　
計

国民健康保険事業（事業）
国民健康保険事業（直診）
後期高齢者医療事業
農業労働災害共済事業
簡易水道事業（※）
生活排水処理事業
財産区
土地区画整理事業

280億9,800万円
53億5,240万円
1億1,950万円
11億1,910万円

490万円
0円

24億8,840万円
71万円

8,410万円
372億6,711万円

282億300万円
53億6,560万円
1億2,490万円
10億9,850万円

490万円
7億8,960万円
28億2,250万円

74万円
1億4,000万円

385億4,974万円

▲ 1億500万円
▲ 1,320万円
▲ 540万円
2,060万円

0円
▲ 7億8,960万円
▲ 3億3,410万円

▲ 3万円
▲ 5,590万円

▲ 12億8,263万円

 

自主財源
20.5 ％
自主財源
20.5 ％

依存財源
79.5％
依存財源
79.5％



「
平
和
を
」の
都
市
宣
言 

（
平
成
17
年
11
月
3
日
）

雲
南
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言 

（
平
成
25
年
11
月
30
日
）

う
ん
な
ん
健
康
都
市
宣
言 

（
平
成
26
年
11
月
1
日
）

アメリカ合衆国インディアナ州リッチモンド市

都市
宣言

姉妹都市
（平成26年8月11日 姉妹都市協定締結）

市　章  平成16年11月1日制定
雲南市の「U」をモチーフに、「いきいきとした自然・人・街(ふるさと)」「生命(いのち)と神
話が息づく新しい日本のふるさと」をイメージし、未来に向かって躍動・発展する雲南市
を力強く表現しています。
全国公募により、1,480点のデザインの中から、住民アンケートを経て選定しました。

市の木／いちょう
イチョウ科イチョウ属
平成18年12月21日制定

選定理由  いちょうは、落葉高木で秋には黄色く色づ
きます。樹齢は、500～600 年といわれ、生命力に
あふれた樹木です。また、病害虫にも強くこの地域
の気候や風土にも適した育てやすい樹木です。高さ
は20～45ｍと高く、天に向かって伸びていくその姿
は威風堂 と々して美しくかつ雄大で、雲南市の限りな
い発展を象徴しています。
市内では官公庁や学校、寺社の境内などに見られま
す。春の桜の美しさに対し、秋にはいちょうの黄葉で
雲南市の美しい景観づくりをすすめたいという思いを
込めて選定しました。

市の花／さくら
バラ科サクラ属
平成18年12月21日制定

選定理由  日本さくら名所100 選に選定された「斐伊
川堤防桜並木」は、中国地方随一の桜の名所として
花の見頃には、多くの観光客でにぎわい、その名を
馳せています。また、三刀屋川堤防、丸子山公園、
加茂中央公園など市内各地に桜並木があり、地域の
皆さんに親しまれています。そのほかにも、三刀屋町
の御衣黄桜、加茂町三代の枝垂れ桜などの珍しい
桜や巨木など地域で親しまれている桜も多く、市内
全域の山 に々は山桜が自生しています。このように雲
南市民に広く親しまれ、全国にアピールできる花とし
て桜を選定しました。

雲南市へのアクセス

飛行機で

電車で

車で

出雲縁結び空港 車（タクシー）で
約20分

中国自動車道

松江自動車道

JR木次駅約１時間JR松江駅

JR木次駅約１時間JR出雲市駅

JR木次駅約30分JR宍道駅

徒歩で約20分JR木次駅

三次東JCT・IC 松江自動車道で
45分

東城IC 国道314号で
約２時間

三刀屋
木次IC 約５分

松江
玉造IC 35分

30分出雲IC

■発　　行 島根県雲南市　〒699-1392 島根県雲南市木次町里方521番地１　TEL：0854-40-1000（代表）
 http://www.city.unnan.shimane.jp/　e-mail：unnan-city@city.unnan.shimane.jp
■発行年月 平成29年3月

雲南市ホームページの
二次元バーコード


